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失敗事例のタイトル  
	
 軽油プロセス排水脱安装置の腐食 

一次原因（材料要素）  
	
 全面腐食	
 高温硫化水

素腐食	
 硫酸腐食 
機種  
	
 脱安装置 

部品  
	
 アンモニア吸収塔、循

環ポンプ、熱交換器 

材料	
 オーステナイ

ト系ステンレス鋼 
	
 SUS316L 

概略の寸法 

損傷発生時の状況  
	
 軽油水添装置から出るプロセス排水を排水ストリッパーにかけ、塔頂から排出されるガス中のアンモニアを

硫酸により吸収し硫安母液として補足回収する脱安装置で、この中でアンモニア吸収塔、硫安循環ポンプおよ

び熱交換器の接液部 {50℃} が、稼働開始数日で全面が腐食され、とくに溶接熱影響部が激しく腐食した(付図)。 

調査内容とその結果  
電気化学的腐食試験を実施した。アノード分極曲線における活性態域の最大電流密度 Imの大小が、実際の腐

食速度とほぼ対応することから、Im で比較した。実装置の雰囲気を変えた場合、酸素および窒素飽和では

SUS316Lの Im は小さいが、硫化水素飽和では Imが大きくて腐食されやすいことがわかった。また、温度の
上昇と遊離硫酸濃度の増加も腐食を促進することが明らかになった。 

損傷発生のシナリオ  
液温 50℃ の硫化水素が飽和した状態の、約 4 ％遊離硫酸を含む硫安水溶液中で使用されていた SUS316L
ステンレス鋼が、稼働開始数日で全面が激しく腐食された。脱安設備は硫化水素が多量に含まれていること、

遊離硫酸が多いこと、硫安が少ないことが腐食を発生させた。また、有機塩類が含まれていないことが腐食

を一層促進させた。 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策） 
  材質的には、実験室的分極特性の測定結果からは、耐食材はチタン 2種とハステロイのみであった。 
腐食抑制剤の検討結果から、防食性能の大きいキノリンの添加効果が大きいと判断して、この方法を採用し

た。キノリン 0.3～ 0.5％を添加して運転しているが、その後トラブルは皆無となった。 
 
教訓  
	
 同種の装置で腐食が見られないことから、SUS316Lステンレス鋼を採用した。しかし、脱安装置内は硫化水
素が飽和の完全な還元性の雰囲気で、しかも硫安濃度が低いことなど設備建設時にプロセスをよく考えれば予

測できたことである。材料選定の際に、実験などにより硫化水素、硫安濃度の影響を確認する必要があったの

ではないか。 
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